
「やまぐち和牛燦」ロゴマーク等の使用に関する取扱規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、山口県産和牛ブランド推進協議会（以下「協議会」という。）が作成

したロゴマーク等について、「やまぐち和牛燦」取扱店等による使用に関する取扱いを定

めるものとする。 
 

（定義） 

第２条 この規程において、ロゴマーク等とは、次の各号に掲げるものをいう。 

（１）「やまぐち和牛燦」デザインマニュアルに掲載されているデザイン 

（２）協議会が作成した資材、ホームページ等において使用されているデザイン及び写真 

（３）その他協議会が別に定めるロゴマーク、写真等 
 

（使用用途） 

第３条 ロゴマーク等の使用用途は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）「やまぐち和牛燦」の販売において使用するとき。 

（２）「やまぐち和牛燦」を原材料の全部又は一部に使用する加工食品の販売において使用 

するとき。 

（３）広告媒体に掲載するとき。 

（４）前各号に規定するもののほか、協議会が特に認めるとき。 
 

（使用期間等） 

第４条 ロゴマーク等の使用期間は、原則として１年以内とする。ただし、使用期間終了後、

再度申請することを妨げない。 
 

（使用承認申請） 

第５条 ロゴマーク等を使用しようとする者は、協議会の承認を受けなければならない。 

２ 前項の承認を受けようとする者は、次の表に掲げる区分に応じた『「やまぐち和燦」ロ

ゴマーク等使用承認申請書』（以下「申請書」という。）を協議会に提出しなければなら

ない。 

使用用途の区分 提出する申請書 

ア 第３条第１号、第３号又は第４号 

に該当する場合 

別記第１号様式 

 

イ 第３条第２号に該当する場合 別記第２号様式 

 

３ 第１項の規定による承認は、『「やまぐち和牛燦」ロゴマーク等使用承認書』（別記第

３号様式)をもって行う。 

 

 



（使用を承認しない場合） 

第７条 協議会は、第５条第２項の規定による申請があった場合、その内容が次の各号のい

ずれかに該当する場合は、ロゴマーク等の使用を承認しない。 

（１）法令若しくは公序良俗に反し、又はそのおそれがあると認められる場合。 

（２）協議会又はロゴマーク等の品位をおとしめるおそれがあると認められる場合。 

（３）協議会が行う事業に支障が生じるおそれがあると認められる場合。 

（４）自己又はその関係者の商標権、意匠権等の取得を目的として使用するおそれがあると

認められる場合。 

（５）特定の政治活動、宗教活動等を助長するおそれがあると認められる場合。 

（６）その他協議会が不適当と認める場合。 
 

（使用の際の遵守事項） 

第８条 ロゴマーク等を使用する者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１）不当表示防止法その他の関係法令を遵守するとともに、消費者等に誤解を与えること

がないようにすること。 

（２）承認を受けた用途等のみに使用し、協議会の指示する使用条件に従うこと。 

（３）承認を受けたものは、これらを第三者に譲渡し、又は転貸しないこと。 

（４）マニュアルで定められた色、形等を正しく使用すること。 

（５）ロゴマーク等を使用して作成する物件の完成見本を速やかに協議会に提出すること。

ただし、完成見本の提出が困難なものについては、その写真の提出をもって代えること

ができる。 

（６）承認された物件の流通、販売過程、購入又は掲載等の際に、ロゴマーク等の使用に係

る問題が生じた場合は、承認を受けた者がその責任を負うものとする。この場合、速や

かに協議会にその内容を報告しなければならない。 
 

（承認の取消等） 

第９条 協議会は、ロゴマーク等の使用がこの規程又は承認の内容に違反していると 認め

られるときは、当該ロゴマーク等の使用承認を取り消し、必要な指示等を行う。この場合、

使用承認を受けた者に損害が生じても、協議会はその責めを負わない。 

２ 前項の規定による承認の取消は、『「やまぐち和牛燦」ロゴマーク等使用承認取消書』

(別記第４号様式)をもって行う。 

３ 協議会は、ロゴマーク等の使用の承認を受けていない者が、不正にロゴマーク等を使用

したことを確認したときは、その者に対して、直ちに、使用の中止を勧告し、必要な指示

等を行う。 
 

（事務局） 

第 10条 この規程に係る事務は、協議会事務局(山口県農業協同組合販売部及び山口県農林

水産部)で処理する。 
 
 



（その他） 

第 11条 この規程に定めるもののほか、ロゴマーク等の使用の取扱について必要な事項は、

協議会が別に定める。 
 
 
 

附 則 

この規程は、令和７年１月 17日から施行する。 

この規程は、令和８年２月 20日から施行する。 


